
どろっぷ

横浜子育てパートナー

子育て中のママ、パパ、妊娠中の方が子育ての
情報を知りたい時、悩みを抱えている時など、
気持ちに寄り添いながら、必要な情報提供を
したり、適切な支援機関を紹介します。

皆さんが足を運びやすい場所でお会い
出来たらと思い、商業施設や子育てサロンの
ご協力をいただき、出張相談会も毎月開催しています。

スケジュールは、どろっぷＨＰやInstagram、
ココアプリでチェックしてくださいね♪

📞横浜子育てパートナー専用電話番号

（匿名の電話相談も可）
火曜～土曜 9：30～16：00
大倉山：045-547-1180
綱島：045-547-1182

各プログラムの詳細は
HPでご確認ください

土曜日両親教室

赤ちゃんを囲むみんなで
準備を始めませんか？
参加しやすい場所や
オンラインを選択できます。
港北区で初めて出産する
方が対象です。

新横浜出張ひろば りぼん

0歳から未就学児・妊婦さんと
そのご家族が、あそんだり、
おしゃべりしたり、交流できる場
です。

～会場～
＊ダッドウェイラーニングセンター新横浜
＊オルタナティブ生活館 5階「とびはね」
（会場によって開催日時が異なります）

あっぷっぷ

初めての子育てがスタート
したばかりの「自分」と
赤ちゃんのためのプログラム。
ゆったりとした時間を過ごせ
ます。
どろっぷ以外に、公立保育園

や地区センターでも
開催しています。

出産準備
プログラム

妊婦さんや先輩家庭のリアル
な生活を知ることができたり、
産後に役立つヒントをもらえます。
妊娠７～９か月頃の方、第一子の
方も、第二・三子の方も、ぜひ！

保育園とのコラボ企画や、
産前トークは第二子以降の
回もあります。

どろっぷ
みらいカフェ

利用者とスタッフがどろっぷの
「みらい」を考える、気軽に立ち
寄れるカフェのような集まりです。

外国につながる
みんなのティータイム

はなしをしたい。
ともだちがほしい。

にほんでくらすがいこくの
ひとはあそびにきて
ください！

ふたごちゃん ・
みつごちゃんの会

多胎児家庭のための
プログラム。
親子でのんびり過ごし
ながらおしゃべりを
しましょう。

助産師と
みんなの知恵袋

母乳･ミルク･離乳食
などはもちろんのこと、
産後の体調のことなど
を助産師さんとみんな
で話しましょう。

～子どもがまんなか、みんなで子育て～

【写真入替】

どろっぱ

父親とお子さんとで
集まってゆる～く話す
場です。
初めての方も是非！



学生の「ふれあい体験授業」

「人」と「想い」が結びつく、互いに育ち合える居場所づくりを目指して・・・

【どろっぷ施設長 田之畑 有美】

ココマップ
近場で楽しめる情報が盛りだくさん！クチコミ情報の投稿
もできます。スマホでも見やすくなりましたので是非チェック
してみてください♪

どろっぷLINE通信
メールでお送りしている
「港北区子育て支援メール
ニュース」やどろっぷ、
認定NPO法人びーのびーの
から活動内容や
取組みなどの
近況をLINEで
受け取れます！

子育て応援 ココアプリ
「岩崎学園情報科学専門学校」と「港北区役所」と「港北区地域子育て
支援拠点どろっぷ」が共同開発。情報を受け取りやすく、より便利に！
毎週お知らせを配信♪インストールはストアで「ココアプリ」で検索！

どろっぷ・どろっぷサテライト共同開催 地域開放行事

☆どろっぷDays 2022年12月7日～11日開催

初日の「大倉山の歴史を知ろう＆語ろう」では大倉山の歴史を利用家庭、
地域の方々やスタッフが一緒に聞くことができました。大倉山の好きなところ
を書いてもらい、昔と今を同時に感じる機会にもなりました。
開催中は利用家庭がコーラス、工作ワークショップ、演奏、読み聞かせなど
で大活躍し、ボランティアさんや地域の方によるピアノ演奏、リース作り、
ちぎり絵、手作り品の販売なども大人気でした！利用家庭だけではなく地域
の方と一緒に開催することができ、本当に嬉しい5日間となりました。

横浜子育てサポートシステム 利用拡充のお知らせ

☆ぐるっとまるっとWEEK 2022年12月13日～17日開催

ヨーヨーパフォーマンスから始まって、新綱島駅開発の話を
聞いたり、綱島東地区家庭防災員さんによる防災グッズ展示や
楽器演奏、両拠点で地域作業所の作品販売や木工作体験など
も実施しました。地域の皆さまやボランティアさん、利用家庭
のみんなで楽しい時間を過ごしました。
最後はよさこい踊りでにぎやかに締めくくりました♪

学童期に乳幼児との触れ合いを通して、いのちの大切さ、親の役割、子育て支援の意義などを学ぶ、親になる前の準備
の一環となる「ふれあい体験授業」。今年度も地域の小・中学校、高校で実施しました。子育てを社会全体で推進すること
も目的としており、当日も子育て中の親子や地域の方、区役所の助産師と一緒に取り組みました。

助産師から「皆はじめは１ミリの大きさだったけど、お腹の中でそれぞれのペースで
大きくなっていて、みんな違って当たり前なんだよ」という話にお互いを見合う小学生
の反応や、妊婦ジャケット体験をした中学生からは「こんなに重いとは思わなかった、
支えてあげないと」と相手を思いやる声、また実際の赤ちゃんの姿を見て純粋に「かわい
い」という声が聞かれました。

我が子が産まれて初めて赤ちゃんを抱っこするという人が多い中、この経験が我が子
の子育てに役立つだけではなく、社会全体・地域ぐるみでの子育て支援の一助になって
いくとことを目指しこれからも実施していけたらと思います。

昨年度も、自治会町内会、地域の支援関係者、利用者の皆様には大変お世話に
なりました。感染状況が不安定な中でしたが、12月には両拠点でそれぞれに、地域
で活動されている皆様の力をお借りして、地域開放行事を開催することができました。
大倉山地区や綱島地区の歴史の移り変わりや町の魅力等についても、自治会町内会
や地域の皆様に教えていただける機会ともなりましたので、住んで間もない子育て
家庭にとっても、地域への関心や愛着にも繋がっていたと感じています。
このような場を持たせていただき、ありがとうございました。

また、この3月には新横浜地区で出張ひろば事業を開設させていただきました。
週に１度、5時間の開催とはなりますが、本事業を開始するにあたりましては、
開催場所を提供いただきましたダッドウェイラーニングセンター様、生活クラブ
生活協同組合様には、心より感謝申し上げます。新横浜地区は、マンションやオフィス
ビルが建ち並ぶ地域でもあり、スタッフが電動自転車で公園や地域回りをしていると、
子育て家庭からは「転入してきたばかりで知り合いや頼れる人がいない」 「徒歩や
ベビーカーで行ける場所が欲しい」等の声をたくさん聴かせてもらいました。
感染状況が継続する中では、更に人や場に繋がりづらくなっている現状を感じたため
自治会町内会、親と子のつどいの広場、近隣の保育園の皆様とも課題を共有すると
ともに、子育て家庭にとって必要な場にしていくために、それぞれの立場からできることを出し合い、
親子とともに地域も一体となって育ち合える居場所を創っていきたい、という想いがひとつになりました。

子育て家庭の皆さんには、このような地域の皆様の温かい想いにふれてもらえる機会や応援メッセージを少しでも

多く届けていきたいと思っています。 愛称の 『りぼん』 は、新横浜地区の居場所やSNSなども活用しながら、子育て
家庭を中心に投票していただいた結果となっています。

「いろいろな素材や長さがあったとしても、結べばひとつの形になる」

という意味合いがあり、近隣保育園の園児が発案してくれたものです。
まさに、子育て家庭を核に、地域の方、支援関係者の方など、多様
な方が集える場であるとともに、個に持つ色や形が重なり合い結び
つくことで、その人自身の持つチカラが惹きだされ、自分らしさが

尊重される、それぞれの 『りぼん』 を一緒に育んでいけたらいいなと
思っています。
地域の中で根付かせていけるよう精進してまいりますので、皆様

のご理解とご協力をどうぞよろしくお願い致します。

子育て世帯への支援拡充策として、以下３つの取組を開始予定です。
詳細が決まり次第、どろっぷのホームページにてお知らせします。

①援助の報酬（利用料金）の改定 ：１時間の援助の報酬（利用料金）を800円から500円へ値下げします。
（平日7時～19時の場合です。時間外は100円増しとなります。)

②提供・両方会員への補助 ：援助活動を行った提供・両方会員に対し、援助の報酬（利用料金）に加えて、
横浜市から１時間につき500円の補助を実施します。
【例：平日日中１時間の場合】 利用料金500円＋補助500円＝1,000円

③無料クーポン（子サポdeあずかりおためし券）の配付 ：令和5年4月1日以降に生まれたお子さん
がいる世帯で利用会員として登録した方に、 8時間分の無料クーポンを配付します。

https://www.kouhokushakyo.or.jp/
https://www.kouhokushakyo.or.jp/

